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平安伸銅工業株式会社

一人ひとりがD&Iの体現者。
「私らしさ」を実現する平安伸銅工業。

収納用品やDIY商品などの企画・販売

※本記事では、同社内で使用の名称に合わせて「社員」ではなく「メンバー」と表記しております。

D&Iに取り組む上で、同社が特に意識していることがある。「ダイバーシティ」
といっても解釈や認知は人によって異なるということだ。だからこそ、画一的
なやり方で進めるのではなく、対話で一人ひとりと向き合い解決していく姿勢
を大切にする。ムスリムのメンバーが入社した際には、イスラム文化に関する
本を読み、基本的な知識を身に着けた後、どのような配慮が必要かを対話を
通じて考え、しくみを整えていったそうだ。そうすることで見えやすい属性だけ
ではなく、特性やパーソナリティなどの見えにくい多様性にも注意を向けるこ
とができる。意識しなければ組織は均一化してしまう。あらゆる違いをぶつけ
合わせ化学反応を起こすことで、組織として大きく強くなっていける。
「私らしい暮らし」を社会に届けるため、これからも「違いを強みに」を土台に、
会社全体の多様さのレベルをより一層上げていきたいという。さらに、トップ
やマネージャーが自分の苦手や弱みを開示しやすい環境づくりにも注力していく。

「ヘイアンバリュー」は、シンプルで日本語非ネイティブの人にも分かりやすい。バリュークッキーやPVの作成、多文化・宗教に関する輪読会など、
「違いを大切にする」バリュー定着のためのユニークな工夫である。一人ひとりに向き合っている点も評価のポイントだ。また、大阪府のSDGsプロ
ジェクトで学生向けにジェンダー平等などについて話すなど、対外的にも発信する。多くの中小企業が参考にしやすく、まさにロールモデルだ。

対話で着実に、そして確実に「私らしさ」は花開く
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「突っ張り棒」や「突っ張り棚」などの収納用品の企画・販売を主力に、
「私らしい暮らし」の実現のため、新たな商品・ブランドを提案し続ける平安
伸銅工業は、今年で創業約70年を迎える。
同社3代目代表 竹内香予子氏が、2015年の就任時から事業における「一人ひ
とりの違いの大切さ」の必要性を発信してきたこともあり、多様なメンバーが
集まるようになったという。実際に8年前と比べ、女性社員比率は30％から
54％に増加。採用形態の幅も広がった。
同社は、大切にする9つの「ヘイアンバリュー」の一つとして、「『違い』を
大切にしよう」を掲げる。それぞれの違いを強みに活かしあうことで創造的な
アイデアが生まれるという考えのもと、異なる価値観への理解とリスペクト
を通じて、「私らしさ」を発揮できるカルチャーをつくっている。それは商品
開発にも通じており、個人のライフスタイルや事情によって、思いもよらない
多様な商品の使い方が生まれることを念頭におく。アイデアと技術で一人ひと
りのお客様の「私らしい暮らし」を後押しする。

「違いを強み」に

バリューやビジョンを社内に浸透させるための社内広報もユニークだ。プロモ
ーションビデオを作成したり、ラジオでメンバーの「私らしい暮らし」を発信
したり、社会福祉法人みつわ会（大阪府寝屋川市で精神障害のある方の地域生活
を支援）に依頼して「バリュークッキー」を製作し、食べながらバリューにつ
いて学ぶ機会を設けたりなど、取材にお答えいただいた小島括俊氏が所属する
カルチャーグループの創意工夫が光る。そうした風土作りの努力の甲斐もあり、
経営者やカルチャーグループからの発信だけでなく、メンバー一人ひとりに
D&Iが当たり前に受け入れられる環境が整備されていった。
そのような環境があるから、ボトムアップでもD&Iが進んでいく。ムスリムの
メンバーのために他のメンバーが自主的にお祈り部屋を作ったことも。それだ
けでなく、ひとりの「モヤモヤ」をきっかけに、有志チームを組んで意見を出

創意工夫でバリューを定着、
ボトムアップでも D&I を推進

し合うことで、これまでに就業規則やドレスコードの改訂、同性カップルも
利用できる会社独自の婚姻届の作成なども実現してきた。入社2年目のメンバー
が主導することもあり、誰でも意見を言いやすいフラットな組織であることが
窺える。

バリューを伝える
「ヘイアンラップ」のPV

株式会社ユーザベース

「経済情報の力で、誰もがビジネスを楽しめる世界をつくる」というパーパ
スのもと、ユーザベースは、経済情報を起点に、アジャイル経営の実現をサ
ポートするSaaS、国内最大規模の経済ニュースメディア「NewsPicks」な
ど、複数の事業・サービスを展開する。

同社がパーパス実現のために掲げる「The 7 Values」の一つ「異能は才能」は、
DEIB推進の羅針盤となっている。多様な個性と才能が集まるチームで多様な
働き方やライフスタイルの自由を尊重し合うことで、メンバーのパフォーマ
ンスを最大化し事業・組織の成長を実現していく。外圧でDEIB※に取り組む
のではなく、「わからなさ」を楽しむのも同社のDEIB推進の特長だ。
同社のDEIB推進は、創業者の梅田優祐氏が、米国での事業開発中に起きた
Black Lives Matterムーブメントをきっかけに、社内の公平性を再考したこと
から始まった。有志メンバー主催のワークショップやゲームデイから始動し、
その後D&I Committee（後にDEIB Committeeに改名）の立上げに繋がった。
しかし当初は、採用や女性役員比率役員などの仕組みの変革から着手したた
め、社内から戸惑いや批判の声が上がったという。そこでまずはバリューの
副文をアップデートするなど、まずは会社の基本思想や基盤にアプローチし、
社内メンバーとのコミュニケーションを重ねることで、徐々に理解を広めて
いった。
「異能は才能」を体現する一つに、Diversability雇用がある。「Diversability」
はdiverse（多様な）とability（能力）の造語で、「障害」を多様な特性や
能力のひとつと捉え、「障害」の枠を超えた人間のグラデーションを表せる
言葉はないかと探すなかで辿り着いたのがこの言葉だった。「障害に対する
イメージをコミュニティーの力によって再構築」することを目指す団体
「Diversability」から借りている。ユーザベースのDiversability雇用は、
スキルではなくバリューフィットを重視した採用や一人ひとりが自立自走で
きるようなオンボーディングの設計や評価の仕組みなどを通じて、公平かつイ
ンクルーシブな環境づくりに、試行錯誤しながらも真正面から取り組んでいる。

「わからなさ」を楽しみ、
「異能は才能」で社会のDEIBをドライブする

「異能は才能」。
DEIB 推進を支えるコーポレートバリュー

経済ニュースメディア、企業・業界情報プラットフォーム、
B2B事業向け顧客戦略プラットフォーム等を運営

メンバーが100%の力を発揮できる環境づくりにも、個人の視点や経験、強
みを活かし合った工夫が光る。例えば「UB産休・育休ハンドブック」は、
DEIB Committee内の「DEIBラボ」の育休を経験したメンバーが発起人とな
って、育休復帰の心理的安全性を高めるために自身の体験をもとに作成した
ものだ。ワクワク感をくすぐるポップなデザインも、社員の「読みたい！」
を引き出す工夫がされており、テックからクリエイティブ、ビジネスなどの
幅広い領域のメンバーだからこそ成し得ることだという。

DEIB Committee も
個人の強み・視点のかけ算で前進する

ユーザベースは、同社のネットワーク力を活かしてDEIBを社会にも広げて
きた。Newpicksでは、女性のキャリアのエンパワーメントプロジェクト
「Newspicks for WE」の一環として、2030年までに「女性役員比率30%」
を実現するため、日本IBM株式会社と協働で女性向けリーダーシップ開発プ
ログラムの提供を開始した。Newspicksと日本IBMの強みを融合させ、まさ
に共創の力でDEIBに貢献している。
また最近では、DEIB推進に携わる企業担当者が情報交換できる場として、
Facebookのコミュニティを立ち上げた。企業間の垣根を超えて、日本全体
でDEIBの考えや知見を広げていきたいという。
今後同社では、バリューや評価制度を刷新することで「異能は才能」を体現
し続け、他社にとっても参考になり、ポジティブな影響を与えられるDEIB推
進を目指していきたいという。

コラボレーションとネットワークで
DEIB の輪を広げる

D&IからDEIBのアップデートや、DEIBとバリュー「異能は才能」の紐付け、「Diversability」雇用など、言葉が内包する社会的な意味を熟慮し、自社内
に落とし込んでいるところにDEIBへのコミットが垣間見える。また、DEIB Committeeではメンバーの経験やペインをもとに、多事業の強みや視点を
活かす形で、“押し付ける”のではなく、興味を持ってもらえるDEIBの施策を工夫して生み出している。
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※DEIB とは、Diversity（多様性 )、Equity（公平性）、Inclusion（インクルー
ジョン / 包摂）、Belonging（帰属）を意味する。


